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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面及び底面として異形球面状である圧縮面及びその間に円柱状である縁部を有する乾
燥酵母を９０質量％以上含有する錠剤であって、
　該圧縮面は、中央部に曲率半径Ｒ１を有する球面及び周縁部にＲ１より小さい曲率半径
Ｒ２を有する曲面を有し、
　該中央部と該周縁部の境界は、圧縮面の外周と同心円を形成し、
　該中央部の直径は、錠径の８０～８５％であり、
　Ｒ１が１３～２０ｍｍであり、かつ、Ｒ２が０．５～２ｍｍである、錠剤。
【請求項２】
　Ｒ１が１７～２０ｍｍであり、かつ、Ｒ２が０．５～１．５ｍｍである請求項１に記載
の錠剤。
【請求項３】
　錠剤硬度が６ｋｇｆ以上である請求項１又は２に記載の錠剤。
【請求項４】
　質量が２００～３００ｍｇである請求項１～３のいずれか一項に記載の錠剤。
【請求項５】
　錠径が６．０～９．０ｍｍであり、錠厚が４．０～６．０ｍｍである請求項１～４のい
ずれか一項に記載の錠剤。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乾燥酵母を含有する錠剤に関し、更に詳しくは、乾燥酵母を高含有する錠剤
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　乾燥酵母は、医薬品としては、局方乾燥酵母として単独で、あるいは種々の医薬品と混
合された形で、胃腸薬の薬効成分として広く用いられている。また、現代の健康食品ブー
ムの中にあって、栄養補給の目的や、さらには健康を維持増進させるさまざまな作用が期
待されることから食品としても良く利用されている。
【０００３】
　乾燥酵母を摂取する際の剤形としては、散剤、顆粒剤、カプセル剤、錠剤等がある。こ
のうち錠剤は、取扱い及び服用が容易であり、利用者には望ましい剤形である。一方、錠
剤は物流中に破損する可能性があり、一定以上の硬度を持たせる必要がある。
【０００４】
　一般に、錠剤は、機能性物質と賦形剤、結合剤さらに崩壊剤等（いずれもセルロースや
合成もしくは天然由来の高分子添加物）の任意成分を配合した混合粉末に水および／また
は有機溶媒を加えて造粒し、造粒した顆粒をホッパー（造粒した顆粒が入った容器）から
これを打錠機の回転盤の上に定量的に流し、回転盤に形成されている穴（臼）に入った造
粒した顆粒を上下２組の杵棒で圧縮することにより製造される。
【０００５】
　錠剤は一般的に形状が球に近いほど嚥下が容易になり、服用し易くなる。つまり、錠剤
の嚥下性を向上させるためには、杵棒の圧縮面は平坦ではなく、錠剤が丸みを帯びるよう
に、できるだけ曲率半径が小さい凹面になっていることが好ましい。他方、杵棒による圧
縮効率は圧縮面が平坦であるほど高くなり、錠剤の硬度を高くするためには、曲率半径の
大きい圧縮面が有利になる。
【０００６】
　乾燥酵母は結合力に劣り、適当な錠剤硬度を得るためには、高い圧力で圧縮する必要が
ある。それゆえ、乾燥酵母を含有する錠剤は、杵棒の圧縮面の曲率半径を一定以上の大き
さにしなければならず、圧縮面の曲率半径を小さくする従来の手法では、乾燥酵母を含有
する錠剤の嚥下性を向上させることはできなかった。
【０００７】
　尚、非特許文献１には、錠剤の直径、曲率半径及び錠厚等の形状因子が嚥下性に対して
どのように影響するか、実験に基づく研究結果が報告されている。また、嚥下性マップと
して、錠剤の形状（錠剤の直径、錠剤の厚み、曲率半径）と飲み込みやすさの関係が等高
線図のように表されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】佐藤英明ら「嚥下性に優れた錠剤形状の研究」『日本感性工学会論文誌
』９巻２号、２０１０年、１３７～１４３頁
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は上記従来の問題を解決するものであり、その目的とするところは、適当な硬度
を有しながら改良された嚥下性を示す、乾燥酵母を含有する錠剤を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、上面及び底面として異形球面状である圧縮面及びその間に円柱状である縁部
を有する乾燥酵母を含有する錠剤であって、
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　該圧縮面は、中央部に曲率半径Ｒ１を有する球面及び周縁部にＲ１より小さい曲率半径
Ｒ２を有する曲面を有し、
　該中央部と該周縁部の境界は、圧縮面の外周と同心円を形成し、
　該中央部の直径は、錠径の８０～８５％である、錠剤を提供する。
【００１１】
　ある一形態においては、Ｒ１が１３～２０ｍｍであり、かつ、Ｒ２が０．５～２ｍｍで
ある。
【００１２】
　ある一形態においては、Ｒ１が１７～２０ｍｍであり、かつ、Ｒ２が０．５～１．５ｍ
ｍである。
【００１３】
　ある一形態においては、乾燥酵母は９０質量％以上含有される。
【００１４】
　ある一形態においては、錠剤硬度が６ｋｇｆ以上であり、かつ、嚥下性スコアが３．５
以上である。
【００１５】
　ある一形態においては、質量が２００～３００ｍｇである。
【００１６】
　ある一形態においては、錠径が６．０～９．０ｍｍであり、錠厚が４．０～６．０ｍｍ
である。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の乾燥酵母を含有する錠剤は、圧縮面の中央部を平面に近い形状にすることで錠
剤の硬度が実現され、圧縮面の周縁部の曲率を上げて丸みを帯びさせることで優れた嚥下
性が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態である錠剤の形状を示す図であり、（ａ）は側面図であり、
（ｂ）は平面図である。
【図２】錠剤の強度予測シミュレーションの工程１の操作を概念的に示した説明図である
。
【図３】錠剤の強度予測シミュレーションの工程２の操作を概念的に示した説明図である
。
【図４】錠剤の強度予測シミュレーションの工程３の操作を概念的に示した説明図である
。
【図５】嚥下性マップを模式的に示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の錠剤には、機能性物質として乾燥酵母を含有させる。乾燥酵母は比較的多量に
服用する必要があり、錠剤の結合力を有する範囲で錠剤に高濃度で含有させることが好ま
しい。例えば、錠剤中の乾燥酵母の含有量は９０質量％以上、好ましくは９２～９８質量
％、より好ましくは９４～９６質量％である。
【００２０】
　乾燥酵母は結合力に劣る粉体である。錠剤を成形する前の混合粉末（打錠末）は乾燥酵
母を主成分として含有する。それゆえ、打錠末も結合力に劣り、印加される打錠荷重と得
られる錠剤の密度はほぼ比例する。
【００２１】
　乾燥酵母の種類は特に限定されないが、例えばビール酵母、発泡酒酵母、雑酒等のビー
ル様飲料用酵母、清酒酵母、ワイン酵母、ウィスキー酵母、その他の醸造用酵母、パン酵
母等を挙げることができる。
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【００２２】
　乾燥酵母を含む錠剤の場合、酵母の必要量及び錠剤を服用する際の利便性を考慮して、
錠剤の質量は２００～３００ｍｇ、好ましくは２３０～２７０ｍｇである。また、嚥下性
を考慮して、錠剤の体積は一般に２００～２２０ｍｍ３であり、錠剤の直径、すなわち、
錠径は一般に６．０～９．０ｍｍ、好ましくは７．０～９．０ｍｍ、例えば８ｍｍである
。
【００２３】
　また、物流中に印加される衝撃及び外力に抵抗して、破損を防止するために、錠剤の硬
度は６ｋｇｆ以上、好ましくは６～１０ｋｇｆ、より好ましくは６～８ｋｇｆである。錠
剤の硬度は高すぎると体内で崩壊し難くなる。
【００２４】
　図１は本発明の一実施形態である錠剤の形状を示す図である。（ａ）は側面図であり、
（ｂ）は平面図である。
【００２５】
　図１（ａ）を参照して、錠剤は上面及び底面として圧縮面１を有し、その間に円柱状の
縁部２を有している。圧縮面１は球面と曲面が組み合わされた異形球面の形状を有する。
一般に、曲率半径が一定である球面形状が単純Ｒと称されるのに対し、かかる異形球面形
状は曲率半径が２段階に変化し、二段Ｒと称される。
【００２６】
　すなわち、図１（ｂ）を参照して、圧縮面１の中央部１’は曲率半径Ｒ１を有する球面
であり、圧縮面１の周縁部１”はＲ１より小さい曲率半径Ｒ２を有するドーナツ状の曲面
である。中央部１’と該周縁部１”の境界３は、圧縮面の外周４と同心円を形成している
。
【００２７】
　圧縮面の曲率半径は、錠剤の硬度と嚥下性のバランスをとるために、Ｒ１が１３～２０
ｍｍであり、その場合、Ｒ２が０．５～２ｍｍである。また、好ましくは、Ｒ１が１７～
２０ｍｍであり、その場合、Ｒ２が０．５～１．５ｍｍである。また、同じ目的で、中央
部１’の直径ｄは、錠径ｅの８０～８５％、好ましくは８３～８５％の値である。
【００２８】
　圧縮面の中央部の曲率半径Ｒ１、圧縮面の周縁部の曲率半径Ｒ２及び両者の境界の直径
の値は、打錠末の特性、打錠量、打錠圧、錠径、錠厚、体積及び目的とする錠剤の硬度及
び嚥下性を特定した上で、錠剤の強度予測シュミレーション及び嚥下性マップを用いて決
定される。
【００２９】
　錠剤の強度予測シュミレーションとは、粉体を圧縮して錠剤を成形する工程の際、有限
要素法ＦＥＭを活用して錠剤を成形する金型（打錠杵）の荷重分布を算出して錠剤の硬さ
として捉え、その硬さからなる錠剤の破壊試験を再度ＦＥＭにて仮想実験し、破壊にいた
るときの荷重を算出する手法である。
【００３０】
　錠剤の強度予測シミュレーションは、以下の３工程からなる。
　（工程１）打錠杵の構造力学解析を行い、杵先に発生する反力解を得る。図２は工程１
の操作を概念的に示した説明図である。
　（工程２）工程１の結果より、錠剤のヤング率を算出し、錠剤の仮想強度試験を行う。
図３は工程２の操作を概念的に示した説明図である。
　（工程３）単純Ｒにおける、錠剤の仮想強度試験と実験値の相関関係より、二段Ｒの強
度を予測する。図４は工程３の操作を概念的に示した説明図である。
【００３１】
　錠剤の強度予測シュミレーションの具体的な操作は当業者に知られている。
【００３２】
　図５は嚥下性マップを模式的に示した図である。嚥下性マップとして、錠剤の形状（錠
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いる。
【００３３】
　本発明の好ましい実施形態では、嚥下性を考慮して、錠剤の厚み、すなわち、錠厚ｔは
４．０～６．０ｍｍ、好ましくは４．５～５．０ｍｍである。
【００３４】
　以下の実施例により本発明を更に具体的に説明するが、本発明はこれらに限定されない
。
【実施例】
【００３５】
不純物を取り除いた生酵母を水とカセイソーダで洗浄し、ドラムドライヤーで乾燥して、
乾燥酵母を作成した。次に、粉砕機等で粒度の大きさを揃えた該乾燥酵母と副原料を混合
均一化して、打錠のための顆粒とした。
【００３６】
　得られた顆粒を打錠機（畑鉄工所製「ＨＴ－ＡＰ１２ＳＳ－Ｕ」）を用いて打錠末を打
錠加工し、錠径８ｍｍの円形錠剤を得た。その際、打錠量は２５０ｍｇ、打錠圧は２５ｋ
Ｎとした。また、打錠器の杵棒は、形成される錠剤の形状に対応するように、圧縮面の曲
率半径を調整したものを使用した。錠剤は、圧縮面が二段Ｒのものと単純Ｒのものを２種
類調製した。各錠剤の寸法を表１に示す。
【００３７】
　富山産業株式会社製「錠剤破壊強度測定器ＴＨ－３０３ＭＰ」を用いて得られた錠剤の
硬度を測定した。測定結果を表１に示す。
【００３８】
　また、３０～５０代の男性１４名女性１５名を被験者として、得られた錠剤を５錠ずつ
飲んでもらい、錠剤の嚥下性を５段階で評価した（５：最も飲み込みやすい　１：最も飲
み込みにくい）。
【００３９】
［表１］

１）Ｒ１＝１８ｍｍ、Ｒ２＝１ｍｍ、中央部直径＝６．７２ｍｍ（錠径の８４％）
２）Ｒ＝１５ｍｍ
【符号の説明】
【００４０】
　１…圧縮面、
　１’…中央部、
　１”…周縁部、
　２…縁部、
　３…中央部と周縁部の境界、
　４…圧縮面の外周、
　ｔ…錠厚、
　ｄ…中央部の直径、
　ｅ…錠径。
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